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Ⅰ 予算編成の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政策課題への対応 

○重点的に投資すべき事業の設定 

緊急かつ集中的に対応すべき施策を、次の３つの「重点的に投資すべき事

業」として設定し、その効果が期待できる事業に対しては、優先的に予算配

分しました。 

   ① 集落共同体機能維持対策等に資する事業 

   ② 新規就業支援等定住対策に資する事業 

   ③ 萩まちじゅう博物館構想の推進に資する事業 

 

○萩市将来展望、萩市行政改革大綱及び新市建設計画との整合 

    「萩市将来展望」、「萩市行政改革大綱」及び「新市建設計画」の内容と

の整合に努め、それらに沿った予算編成を行なうこととしました。 

 

 財政健全化の推進 

○予算の一般財源要求上限額の設定 

    限られた財源の有効かつ効果的な活用の観点から、平成１９年度と同様

に主に経常的経費について一般財源の要求上限額を設定し、維持管理経費

の節減や既存事務事業の廃止等を含めた徹底的な見直しを行い、歳出の削

減を図りました。 

 

  ○市債発行の抑制 

    公債費の増嵩が将来の財政硬直化の要因となることから、市債の発行上

限額を設定し、計画的に市債残高・公債費を圧縮します。 

 

 

萩市の財政事情は、国と地方による税源移譲が行なわれたも

のの「三位一体の改革」や「人口減少」等により歳入金が減少

し、引き続き厳しい状況となっています。  
このため、平成２０年度予算では、健全な財政運営を堅持し

ながら、限られた財源を真に必要な施策に効果的・重点的に配

分し、地域の発展・活性化を図る編成に努めました。  
 また、「歳入の確保対策」では従前に増した取組みに努める

こととしました。  
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Ⅱ 予算の概要 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

１ 予算の規模 

（１） 一般会計の予算規模 

                  （単位：百万円、％） 

年         度 当初予算額 増減額 伸 率 

  平成２０年度（案）   ２８，９４０ △1,105 △3.7

平成 １９ 年度 ３０，０４５ △821 △2.7

平成 １８ 年度 ３０，８６６ △2,702 △8.0

平成 １７ 年度 ３３，５６８ △1,572 △4.5

（注）地方財政計画ベースでの地方財政の歳入歳出規模は、前年度比で 0.3 

%程度の増となっています。 

 

（２） 特別会計の予算規模 

                                   （単位：百万円、％） 

年         度 当初予算額 増減額 伸 率 

  平成２０年度（案）   １９，２０８ △7,641 △28.5

平成 １９ 年度 ２６，８４９ 69 0.3

平成 １８ 年度 ２６，７８０ 832 3.2

平成 １７ 年度 ２５，９４８ 631 2.5

（注）福祉援護資金貸付事業特別会計が廃止となり、新たに後期高齢者医療 

   事業特別会計が設置されます。 

 

一般会計の予算規模は、対前年度比３.7%減の２８９億４千

万円です。新市発足以来４年連続のマイナス予算となりました

が、無田ケ原口老人福祉施設整備事業や第二リサイクルセンタ

ーなどの大型建設事業が完了したことによるもので、今年度

は、来年度以降に実施される大型プロジェクト事業の設計業務

等準備的な予算を計上しています。（芽だし時期の予算）  
また「対

つい

の施策」として、公債費負担の軽減を図るため公的

資金の補償金免除繰上償還への対応と今後の萩市のまちづく

りに活用する財源とする合併特例債を活用した基金の造成に

かかる予算を計上しています。  
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２ 予算の特色 

（１） 一般会計・歳入の状況            (単位：千円、％) 

平成１９年度 平成２０年度(案) 比 較 
区  分 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 伸 率

市税 5,851,770 19.5 5,870,504 20.3 18,734 0.3

地方譲与税 380,000 1.3 375,500 1.3 △4,500 △1.2

地方交付税 11,800,000 39.3 12,300,000 42.5 500,000 4.2

国・県支出金 4,934,719 16.4 4,499,356 15.5 △435,363 △8.8

繰入金 1,576,846 5.3 898,644 3.1 △678,202 △43.0

 うち財調減債基金 1,561,250 5.2 879,007 3.0 △682,243 △43.7

 うち特定目的基金 11,096 0.0 15,137 0.1 4,041 36.4

 うち特会繰入金 4,500 0.0 4,500 0.0 0 0.0

市債 2,875,200 9.6 2,364,400 8.2 △510,800 △17.8

その他 2,626,465 8.6 2,631,596 9.1 5,131 0.2

合  計 30,045,000 100.0 28,940,000 100.0 △1,105,000 △3.7

【市税・地方譲与税】 

  税制改正等による大きな変動要因がないことから、市税については、ほぼ前

年度並に地方譲与税については、地方財政計画を勘案して若干の減額を見込ん

でいます。 

※地方財政計画の地方税の伸率は 0.2%、地方譲与税の伸率は△0.9% 

【地方交付税】 

  「地方と都市の共生」の考えの下、地方税の偏在是正により生じる財源を地

方における条件不利地域の状況や行政改革の努力も勘案して、地方交付税の算

定上に「地方再生対策費」を創設し、財政状況の厳しい市町村に重点的に配分

されることなどから、前年度より５億円の増収を見込んでいます。 

  ※地方財政計画の伸率は 1.3% 

【繰入金】 

  財源不足に対応するため、財政調整基金から８億７千９百万の取り崩しを余

儀なくされました。しかし、減債基金を含めた総額では、前年度より６億８千

２百万円減少しています。 

【市債】 

  今年度は、大型建設事業が少ないことや市債発行の抑制に努めたことにより、

総額は前年度より５億１千万円余りの減少となっています。このうち、合併特

例債は９億６千１百万円、過疎対策債は約３億８千万円、辺地対策債は約１億

２千万円、臨時財政対策債は約７億６千万円を計上しています。 

※地方財政計画の公債依存度は 11.5%程度 
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（２） 一般会計・歳出の状況 

                                                          (単位：千円、％) 

平成１９年度 平成２０年度(案) 比 較 
区  分 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 伸 率 

人件費 6,360,472 21.2 6,346,440 21.9 △14,032 △0.2

扶助費 3,374,752 11.2 3,465,296 12.0 90,544 2.7

公債費 5,289,677 17.6 5,257,972 18.2 △31,705 △0.6

物件費 3,246,135 10.8 3,219,725 11.1 △26,410 △0.8

投資的経費 4,881,202 16.2 3,327,812 11.5 △1,553,390 △31.8

 うち普通建設事業 4,862,029 16.1 3,314,752 11.5 △1,547,277 △31.8

 うち災害復旧事業 19,173 0.1 13,060 0.0 △6,113 △31.9

繰出金 4,174,198 13.9 3,427,266 11.8 △746,932 △17.9

その他 2,718,564 9.1 3,895,489 13.5 1,176,925 43.3

合  計 30,045,000 100.0 28,940,000 100.0 △1,105,000  △3.7

【人件費】 

  定年退職者が前年度に比べ５名増えことから退職手当は増加したものの、適

正な定員管理に努めているため、全体としては若干の減少となっています。 

【扶助費】 

  重度心身障害者医療給付事業、生活保護関連事業にかかる扶助費が大きく増

えています。 

【公債費】 

  通常の償還では、平成７年度借入の過疎対策債の償還が終了するなど償還の

ピークを過ぎたため減少しています。なお、今年度の公的資金補償金免除によ

る繰上償還額１億２千８百万円を計上しています。 

【物件費】 

  経常経費については、要求上限額を設定するなど削減に努めた結果、減少し

ています。一方で市長選挙や県知事選挙に伴う経費等が増えています。 

【投資的経費】 

  地域のバランスに配慮しながらも、老人福祉施設や清掃関連施設等の大規模

な建設事業が終了し、今年度は、次年度以降の大規模建設事業にかかる準備に

かかる予算が主となっているため大きく減少しています。 

【繰出金】 

  後期高齢者医療制度への移行により、老人保健事業特別会計への繰出金が大

きく減少しています。同じく、国民健康保険事業（事業勘定）特別会計でも減

少しています。 

【その他】 

  後期高齢者医療広域連合への負担金、合併特例基金への積立金により大幅に

増えています。 
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  （３） 特別会計の状況 

                                                            (単位：千円、％)  

当 初 予 算 額 比   較 
会    計    名 

平成 19 年度 平成２０年度(案) 増減額 伸 率 

住宅新築資金等貸付事業 5,600 5,600 0 0.0

土地取得事業 5,200 16,500 11,300 217.3

国民健康保険事業（事業勘定） 7,916,000 7,673,000 △243,000 △3.1

国民健康保険事業（直診勘定） 449,200 424,700 △24,500 △5.5

後期高齢者医療事業 870,000 870,000 皆増

老人保健事業 8,816,800 847,100 △7,969,700 △90.4

介護保険事業（保険事業勘定） 5,443,800 5,527,500 83,700 1.5

介護保険事業（介護サービス勘定） 123,500 125,700 2,200 1.8

簡易水道事業 374,800 464,500 89,700 23.9

公共下水道事業 2,060,900 1,609,800 △451,100 △21.9

特定環境保全公共下水道事業 87,200 95,５00 8,300 9.5

農業集落排水事業 826,900 770,400 △５6,500 △6.8

漁業集落排水事業 647,000 705,300 58,300 9.0

林業集落排水事業 3,100 3,100 0 0.0

特定地域生活排水事業 59,800 42,700 △17,100 △28.6

個別排水事業 10,900 12,200 1,300 11.9

駐車場事業 15,700 14,000 △1,700 △10.8

福祉援護資金貸付事業 2,800 △2,800 皆減

合      計 26,849,200 19,207,600 △7,641,600 △28.5

○主な増減要因 

【土地取得事業】 市道生野高坂線及び長門峡環境整備事業用地先行取得事業。 

【老人保健事業】 後期高齢者医療制度移行に伴うもの。 

【簡易水道事業】 公的資金の補償金免除繰上償還に伴う公債費の増。 

【公共下水道事業】 施設建設事業費の減及び前年度の補償金免除繰上償還に伴

う公債費の減。 

【特定環境保全公共下水道事業】 施設改修工事による増。 

【特定地域生活排水事業】 施設建設工事費の減。 

【個別排水事業】 施設維持管理経費と公債元金の増。 

【駐車場事業】 市営新堀駐車場の維持管理経費の減。 
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（４） 企業会計の状況 

          (単位：千円、％)   

 

○病院事業会計 

平成２０年度の病院事業会計は、自らが果たすべき役割を明確にすると同時

に、経営の効率化など継続可能な医療を目指し、健全経営と医療の質の両面

について取り組みを進めます。 

  【収益的収入及び支出】 

   手厚い看護体制を実現するなど急性期医療に求められる病院機能の整備

を推進するとともに、今年度の診療報酬改定に適切に対処し、適正な収益

の確保及び支出の抑制に努めます。 

  【資本的収入及び支出】 

   保守期限切れや経年変化により陳腐化が進んだ医療機器・施設設備等を

更新し、病院機能の維持・向上を図り、患者サービスの充実に努めます。 

  

○水道事業会計  
平成２０年度の水道事業会計は、人口の減少や節水意識の定着等により水道

料金の増収が見込めない状況下、経営の一層の効率化と財政の安定化に努め

ます。  
建設事業においては、水道管網の整備等に取り組み「安全な水の安定給水」

に努めるとともに、水道未普及地区の解消を図ります。  
【収益的収入及び支出】  

料金収入は、毎年約２％程度の減少を示しており、今年度予算は約５千万

円の赤字を見込んでおります。今後、費用の増加などにより経営悪化が見

込まれる中、経費の抑制に努め、経営の安定化を図ります。  
 
 

当 初 予 算 額 比   較 
区   分 

平成 19 年度 平成２０年度(案) 増減額 伸 率 

収益的収入 2,166,936 2,349,855 182,919 8.4

支出 2,369,183 2,514,052 144,869 6.1

資本的収入 273,906 186,197 △87,709 △32.0

病
院
事
業
会
計 支出 332,452 294,337 △38,115 △11.5

収益的収入 702,170 690,343 △11,827 △1.7

支出 734,436 741,046 6,610 0.9

資本的収入 480,296 99,841 △380,455 △79.2

水
道
事
業
会
計 支出 637,962 306,981 △330,981 △51.9
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【資本的収入及び支出】  
上水道建設改良事業は、土原地区の配水管布設替工事を実施します。  
簡易水道建設改良事業では、木間地区において平成２２年の一部供用開始

に向け、簡易水道整備事業に着手します。また、相島地区において老朽施

設の更新事業を実施します。  
 

（５） 市町村合併にかかる財政支援の状況 

   ○地方交付税 

◇普通交付税 

 合併算定替え・・合併後１０年間は合併前の市町村が存在するとして算定

し、１１年目からその額を５年間で漸減。 

【新萩市を一つの団体として計算した場合との差額は 

平成１９年度算定で約２４億円】 

 合併補正措置・・合併後５年間（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）で総額約９億

２千万円の措置。 

【平成２０年度措置額約１億８千４百万円】 

◇特別交付税 

合併市町村に対する財政措置・・合併後３年間（Ｈ１９年度で終了）  

        【３ヵ年措置額約５億８千万円】 

○国庫補助金 

◇市町村合併推進体制整備費補助金   

新市建設計画に基づく、合併に資する事業に対して、建設計画の期間内

に総額５億１千万円の交付。 

【平成２０年度交付予定額は６百万円：緊急通報システム受信センター

更新事業】 

   ○県補助金 

◇広域市町村合併支援特別交付金                 

合併の際の３条件（重点支援地域指定、３団体以上の合併、広域市町村

の人口最大市を含むもの）を全て満たす合併地域へ、合併後１０ケ年間

総額７億７千万円の交付。 

     

○地方債 

◇合併特例債  

合併に資する建設的事業に対して、合併の年度から１０年間で約２３３

億円、地域振興のための基金造成に対して約３８億円が発行可能。（充当

率９５％、元利償還金の７０％を普通交付税措置） 

    【平成２０年度発行予定額は建設的事業に伴うものが４億８千６百万円

（１１事業）、基金の造成に伴うものが４億７千５百万円】 
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Ⅲ 財源対策への取組み 

 

  市財政の将来負担の軽減と財源確保のため、次のことに取り組みます。 

 

１ 公的資金補償金免除繰上償還 

 
財政状況の厳しい地方自治体を対象とした国の臨時特例措置として、地方債

の繰上償還に伴う補償金を免除し、繰上償還後においても普通交付税は、当

初借入時の償還表に基づいて交付税措置を行なうという財政上有利な制度を

活用し、未償還元金の繰上償還を行なうとともに一部の資金については、低

金利の資金に借換えを行い、利息の軽減による将来公債費負担の縮減を図る

ものです。  
 
○繰上償還の対象資金 

□旧資金運用部資金 □旧簡易生命保険資金 □公営企業金融公庫資金  
 

○萩市における繰上償還の対象 

萩市においては、平成３年度までに発行した地方債で、『一般会計』『公共下

水道事業特別会計』『農業集落排水事業特別会計』『簡易水道事業特別会計』

は利率５％以上のもの、『水道事業会計』は利率６％以上のものが対象です。 
 
○繰上償還計画 

                                単位：百万円 

区   分 一般会計 公共下水 農業集落 簡易水道 水道事業 合 計 

平成 19 年度 18 1,482 3 220 1,723

 う ち借 換 分  77 95 172

平成 20 年度 128 145 17 66 97 453

平成 21 年度 159 187 13 14 373

合  計 305 1,814 30 83 317 2,549

 

○繰上償還による財政効果 

（会計別）                                           単位：百万円  

区   分 一般会計 公共下水 農業集落 簡易水道 水道事業 合 計 

平成 20 年度 17 42 7 28 34 128

３ヵ年合計 

（H19～H21） 
41 453 12 34 73 613
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（年度別）                             単位：百万円 

区   分 H20 H21 H22 H23 H24 以降 合 計 

平成 20 年度 1 27 22 18 60 128

３ヵ年合計 

（H19～H21） 
115 120 115 86 177 613

 

○財政指標への影響 

  実質公債費比率は、年度により 0.5％から 3％程度改善する見込みです。 

 

 ２ 合併特例基金の造成 

 

  合併後のまちづくりに資するため合併特例債を活用し、コミュニティ組織の

育成、地域イベント、防災力の強化や文化振興など地域振興事業等の財源とな

る基金の造成を行います。 

  合併特例債による基金は、合併市町村数や人口等により上限が定められてお

り、萩市では最大約３８億円の基金造成が可能です。 

合併特例債は、元利償還金の７割が後年度に地方交付税として措置されます。 

  なお、合併特例債は、「合併市町村のまちづくりのための建設事業に対するも

の」と「合併市町村振興のための基金造成に対するもの」が明確に別枠として

定められており、今回は後者の合併特例債枠を活用するもので、前者の建設事

業枠を使うものではありません。 

  なお、財政指標である実質公債費比率への影響では、最大の年度で 0.9％程度

上昇する要因となります。 

　　 充当
基　金　造　成

（最大約３８億円）

合　併　特　例　債
【９５％充当】

（最大約３６億円）

一
般
財
源

交付税措置（７０％）
一般財源
（30%）

○コミュニティ組織の育成

○地域イベント

○地域消防力の強化

○地域の文化振興

○その他地域振興事業

　　　　　　　　　など
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Ⅳ 萩市の財政事情 

 

１ 財政関係指標 

 ① 経常収支比率（決算） 

 

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

９６．0％ ９２．２％ ９１．４％ 

  ※経常収支比率とは、市税、地方交付税等の経常的に収入される一般財源総

額に対して人件費、扶助費、公債費等の経常的に支出される経費に充当さ

れる一般財源がどの程度あるか示すもので、この比率が高いほど財政構造

の硬直化が進んでいることを表す。 

 

 ② 財政力指数（単年度） 

 

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

０．３５９ ０．３７５ ０．３７５ 

  ※財政力指数とは、普通交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需

要額で除した数値で、地方公共団体の財政力を示す指数として用いる。 

   この指数が大きいほど財政的に余裕があるとされ、この指数が１を超える

と普通交付税の不交付団体となる。 

 

③ 実質公債費比率（単年度） 

 

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

１７．0％ １８．１％ １７．８％ 

※実質公債費比率とは、標準財政規模に占める公債費等（公営企業会計分の

公債費及び公債費に準ずる債務も含む。）の割合で、平成１８年度から地方

債制度が許可制から協議制に移行したことに伴い新たに導入された指標。
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３ヶ年の平均が１８％以上の場合は、従来どおり許可が必要。本市の場合、

平成１６年度から１８年度の平均は１７．６％。（各年度とも算出方法の変

更による修正後の数値） 

  

④ 義務的経費比率（一般会計当初予算） 

 

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 

４９．２％ ５０．０％ ５２．１％ 

  ※義務的経費比率とは、歳出に占める義務的経費（人件費、扶助費、公債費

の合計）の割合で、比率が高いほど財政構造の弾力性が失われていること

を表す。 

    

⑤ 投資的経費比率（一般会計当初予算） 

 

平成１8 年度 平成１9 年度 平成２０年度 

１６．４％ １６．２％ １１．５％ 

  ※投資的経費比率とは、歳出に占める投資的経費（普通建設事業費、災害復

旧事業費等）の割合で、本市の場合、上記④の義務的経費比率の増加に伴

い年々減少傾向にある。 
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２　歳入・歳出総額、市税、地方交付税、市債の推移（普通会計）

※     平成１９・２０年度は当初予算額

0
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200

250

300

350

400

450

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

億
円

歳出総額 歳入総額 市税 地方交付税 市債

.
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３　市債発行額と公債元金の収支差、市債残高の推移（普通会計）
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４ 基金及び市債残高の状況 

  

① 基金の状況（一般会計・特別会計） 

                            （単位：千円） 

区    分 Ｈ18 末 Ｈ１9 末見込み Ｈ２０増減 Ｈ２０末見込み

基 金 総 額 11,742,099 8,707,884 △493,914 8,213,970

財政調整基金 2,798,234 2,352,770 △862,780 1,489,990

減債基金 2,497,212 71,410 6,544 77,95４

 

内 
 

訳 

そ の 他 特 定 目

的・定額運用基金
6,446,653 6,283,704 362,322 6,646,026

 

 

② 市債残高の状況（一般会計・特別会計） 

                               （単位：千円） 

区    分 Ｈ1８末 Ｈ１９末見込み Ｈ２０増減 Ｈ２０末見込み

市債残高総額 65,725,974 62,394,998 △2,597,979 59,797,019

一般会計 45,921,413 44,356,290 △2,114,653 42,241,637

住宅資金会計 4,547 3,781 △803 2,978

国保（直診）会計 229,560 220,840 △20,443 200,397

介護（保険）会計 3,746 1,873 △1,873 0

簡易水道会計 2,160,019 2,051,431 △143,738 1,907,693

公共下水道会計 10,339,658 8,887,388 △57,966 8,829,422

特定環境下水会計 643,436 596,619 △53,484 543,135

農業集落排水会計 4,534,812 4,334,587 △262,930 4,071,657

漁業集落排水会計 1,698,448 1,740,703 58,558 1,799,261

林業集落排水会計 17,813 16,345 △1,489 14,856

特 定 地 域 生 活 排 水 会 計  84,000 101,826 6,622 108,448

 
 

 
 

内 
 

 
 

 
 

 
 

訳 

個別排水会計 88,522 83,315 △5,780 77,535
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Ⅴ 各 部 局 別 予 算 の 概 要 
 
 
 
 

総 務 部            Ｐ１８～Ｐ２１ 
 

総 合 政 策 部        Ｐ２２～Ｐ２４ 
 

文化・スポーツ振興部       Ｐ２５～Ｐ２７ 
 

市 民 部            Ｐ２８～Ｐ３０ 
 

保 健 福 祉 部        Ｐ３１～Ｐ３３ 
 

農 林 水 産 部        Ｐ３４～Ｐ３９ 
 

商 工 観 光 部        Ｐ４０～Ｐ４１ 
 

土 木 建 築 部        Ｐ４２～Ｐ４３ 
 

歴史まちづくり部         Ｐ４４～Ｐ４５ 
  

上 下 水 道 部        Ｐ４６～Ｐ４８ 
 

教 育 委 員 会        Ｐ４９～Ｐ５０ 
 

消 防 本 部          Ｐ５１～Ｐ５２ 
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公民館、体育館、
コミュニティセン
ター、海洋セン
ター、資料館、図
書館、マルチメ
ディアセンター

健康福祉課

診療所

保健センター

建築課

都市計画課

文化財保護課

まちなみ対策課

診療所

介護保険課

健康増進課

商工観光部

土木建築部

上下水道部

川上総合事務所 　

文化・生涯学習課

萩博物館

企画課

市民病院

地域医療推進課

白水会館

保健センター

農林水産部

収納課

市民課

環境衛生課

萩図書館

スポーツ振興課

保育園

福祉課

つばき園

福祉事務所

保健福祉部 子育て支援課

市民体育館

図書館・児童館建設準備室

国体準備室

市民部 税務課

市民活動推進課

情報政策課

まちじゅう博物館推進課

総務課

財政課

広報課

監理課

市議会 議会事務局

市長 副市長 総務部

総合政策部

文化・スポー
ツ振興部

防災安全課

東地域包括支援センター

西地域包括支援センター

市民館、公民館

大島出張所

見島支所

三見出張所

大井出張所

水産課

歴史まちづくり部

福栄総合事務所

田万川総合事務所

むつみ総合事務所

須佐総合事務所

旭総合事務所

観光課

土木課

用地課 　

事務部

農政課

林政課

萩地域農林事務所

萩　　　市　　　組　　　織　　　図　

支所

【Ｈ２０．４．１】

商工課

水道管理課

水道工務課

水道業務課

市民生活課

診療部

看護部

福祉施設

経済課

施設課

保育園

地域振興課

下水道建設課

浄化センター
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事務局

事務局

事務局

佐々並分遣所

紫福分遣所

弥富出張所

学校教育課

小学校

中学校

学校給食共同調理場

川上地域事務所

公平委員会

東農業委員会

西農業委員会

固定資産評価審査委員会

会計課会計管理者

選挙管理委員会

監査委員

事務局

事務局

教育委員会 教育長 事務局 総務課

会計課旭分室

会計課福栄分室

給食調理施設

福栄地域事務所

給食調理施設

須佐地域事務所

給食調理施設

旭地域事務所

給食調理施設

田万川地域事務所

会計課川上分室

会計課田万川分室

会計課むつみ分室

会計課須佐分室

警防課

消防署

予防課

給食調理施設

総務課

給食調理施設

むつみ地域事務所

消防本部
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

総務課 22.6 23.4

財政課 75.2 75.4

広報課 1.4 0.7

監理課

防災安全課 0.8 0.5

100.0 100.0

24.1 24.9

　さらに、市民の安全・安心の確保は最大の行政課題です。だれもが安心して暮らせる地

域社会を目指して、交通安全運動、防犯活動、暴力追放運動を実施するとともに、「萩市

348

1,685,402

対前年度比

Ⅲ　市民の安全・安心確保のための防犯・防災対策の強化

平 成 １ ９ 年 度

96.328,940,000

≪≪≪　総務部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

99.3

　また、市民と行政が協働してまちづくりを進めるには、行政情報の公開が不可欠です。

市政情報を市報、ケーブルテレビ、ホームページなどを通じて積極的にわかりやすく提供

し、透明性の高い行政運営を図ります。

103.0

99.5

　行財政を取り巻く環境が厳しくなる中、行政のスリム化と財源確保は、喫緊の課題です。

30,045,000

5,453,730

105,511

市 予 算 額

(B)/(A)

5,425,313

51,903

平 成 ２ ０ 年 度

総務部　計

56,000

　萩市においては、「萩市行政改革大綱」に基づき、適正な定員管理と市有財産の有効活

用による自主財源の確保に努め、効率的で安定的な財政基盤の確立を図り、効果的な行財

地域防災計画」に基づき防災・危機管理体制の強化を図ります。

178

Ⅰ　「萩市行政改革大綱」に基づく行政改革の着実な実行

Ⅱ　市民にわかりやすい行政情報の提供を推進

区 分

49.2

195.5

政運営を推進します。

64.7

当 初 予 算 額 (B)

1,636,862

36,226

7,252,281 7,199,192
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◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

1,890

127,684

500,000

7,247

28,836

15,200

9,000

（参考）

河川ハザードマップ作成事業 田万川（田万川地域・弥富地域）、蔵目喜川（むつみ地

マップの原案を作成する。

（防災安全課）

　◇コミュニティＦＭで行政情報番組を放送・災害情報

（広報課） 　　の緊急割込み放送

域）、明木川（川上地域・旭地域）の河川洪水ハザード

　　旭総合事務所

　平成２０年度設置箇所

　　市役所本庁舎、田万川総合事務所、須佐総合事務所

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を市役所本庁舎、総合事

務所及び支所・出張所に計画的に整備する。

事 業 の 概 要

　　企業会計を含む全会計の利息軽減額：613,081千円

特例債を原資に基金の造成を行い、地域住民の連帯や振

平成１７年度に発行した市民便利帳「生活ガイド萩」を

改訂し、市内全世帯に配布するとともに、市外からの転

　平成２０年度合併特例債発行額：475,000千円

　※ 合併特例債元利償還金の70％が地方交付税措置

　　うち一般会計利息軽減額：40,689千円

　（ＡＥＤ整備事業）

 新

公的資金補償金免除繰上償還事

業

（企画課・再掲）

入者に配布する。

合併の特例措置として地方債発行することができる合併

興のために活用する。

する。

　自動体外式除細動器整備事業

　３カ年度の財政効果額

全化を図る。

予 算 額事 業 名

市民便利帳「生活ガイド萩」発

行事業

 新

（広報課）

広報事業

（広報課）

（財政課）

　　を制作・放送

行政情報番組制作・放送事業 多様なメディアを活用して、行政情報を提供する。

　◇ケーブルテレビ（都市型ＣＡＴＶ）で自主行政番組

　積立上限額：約3,850,000千円

市報を毎月２回発行し、行政情報を迅速かつ的確に提供

繰上償還することにより公債費負担を軽減し、財政の健

補償金免除の繰上償還が認められた。高金利の地方債を

　萩市合併特例基金造成事業

（総務課・財政課）

簡易生命保険資金、公営企業金融公庫資金）について、

　　　整備台数：各１台（計４台）

５％以上の地方債のうち、公的資金（旧資金運用部、旧

平成１９年度から３カ年度の臨時特例措置として、利率

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 19 －



（単位：千円）

14,424

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

　　全国に先駆け、平成１２年度に市民向けの防災メー

　　ルの配信サービスを開始し、一様の成果を収めてい

（防災安全課） 　　伝達を行う。

　　るが、平成２０年度はシステム機能強化を行い情報

　　配信の高速化とともに、併せて行政情報の配信を行

　　うなどの内容の充実を図り、一層効果的な緊急情報

行い、市民の安全・安心の確保を図る。

　◇防災メールの機能強化と高速化

防災対策事業 自然災害、国民保護、危機管理の初動対応と総合調整を

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 20 －



予算体系一覧表

交通安全啓発一般事務事業
　◇交通安全運動の積極的推進

萩地域駐輪場管理運営事業

地域備品購入事業・庁舎管理事業
　◇自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置

ハザードマップ作成事業

水防対策事業

防犯・暴力追放対策事業
　◇安全安心推進員による相談、出前講習会

防災対策事業
　◇防災会議・国民保護協議会の開催
　◇防災行政無線の維持管理
　◇防災知識の啓発と自主防災組織の育成
　◇水難救護法による漂流物及び沈没品の処理
　◇防災メールの機能強化と高速化

各地域マイクロバス運行管理事業

地域調整事業

広報事業
　◇市報の発行（月２回発行）

公共情報番組制作・放送事業
　◇ケーブルテレビ（都市型ＣＡＴＶ）で自主
　　行政番組を制作・放送
　◇萩市総合情報施設（農村型ＣＡＴＶ）で自
　　主行政番組を制作・放送
　◇コミュニティＦＭで行政情報番組を放送

防災対策事業
　◇防災メールの機能強化と高速化

総 務 部

情報公開審査会運営事業

市民、各種団体が
主体的に活動できる
体 制 の 整 備

自然災害・危機管理
事 案 の 対 応

生

活

基

盤

の

整

備

安

心

・

安

全

の

確

保

市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り

行

政

情

報

の

公

開

市

民

本

位

の

行

政

運

営

市

民

主

体

の

ま

ち

づ

く

り

最 新 の 行 政
情 報 の 提 供

情報公開条例の整備

市民便利帳「生活ガイド萩」発行事業

交 通 安 全 の 啓 発
都

市

機

能

・

生

活

基

盤

の

整

備

と

環

境

保

全

予　算　体　系 事　務　事　業
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

企画課 11.8 62.8

市民活動推進課 28.5 9.9

情報政策課 56.5 26.2

まちじゅう博物
館推進課 3.2 1.1

100.0 100.0

1.3 3.3

平 成 １ ９ 年 度 対前年度比

　また、本年が明治維新１４０年、大韓民国蔚山広域市との姉妹都市提携４０年の記念の

30,045,000

年であることから、各種記念イベントを開催します。

　萩市では年少人口や生産年齢人口の減少による少子高齢化、過疎化が著しく進行してい

たな地域コミュニティ組織づくり、各種市民活動団体への支援、結婚相談所の開設などに

　このような取り組みを通じて、地域コミュニティ機能や市民のまちづくりへの参画意識

取り組むとともに、豊かな自然環境や歴史・文化遺産などの歴史的風致を活かした個性的

で、魅力あるまちづくりを推進します。

の高揚、人口定住対策に寄与するとともに、世界遺産登録を目指した「萩まちじゅう博物

館構想」の実現を図ります。

Ⅲ　市民参画によるまちづくりの推進

Ⅳ　明治維新１４０年記念事業の実施

区 分
平 成 ２ ０ 年 度

当 初 予 算 額 (B)

市 予 算 額

総合政策部　計

110,575

219,422

12,511

388,180 950,566

≪≪≪　総合政策部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

244.9

ます。このことは地域力の低下や後継者問題などあらゆる分野に影響を及ぼすことから、

その対策が求められています。また、貴重な資源であり魅力である歴史的風致が失われつ

つあることから、この維持及び向上を図り、次世代へと継承する必要があります。

　平成２０年度の予算編成については、これら課題の対応策に重点を置いたものとし、新

(B)/(A)

1,307.0

85.5

596,937

94,531

45,672

10,666 85.3

113.2248,432

96.328,940,000

Ⅰ　世界遺産登録を目指した「萩まちじゅう博物館構想」の推進

Ⅱ　ＵＪＩターン、若者定住を支援するなど人口定住の促進

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 22 －



◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

1,177

737

6,000

35,729

1,147

2,563

856

500,000

　年記念事業

（企画課）

（企画課）

推進事業」をはじめ、萩市の発展に資する事業に活用す

維新から１４０年の節目にあたる本年、維新を成し遂げ

（企画課）

未婚者を対象に結婚相手の紹介や相談会を実施する。

その後のわが国の近代化に大きく貢献した進取の精神を

 新

 重

事 業 名

停滞感漂う現代日本にどのように生かしていくか問いか

　事業

「ふるさと回帰」志向の強い団塊世代などの都市生活者

化産業遺産群」の審査結果を踏まえ、関係機関等と連携

し、本市のまちづくりの基軸である萩まちじゅう博物館

（企画課） 々な記念事業を展開する。

　世界遺産登録推進事業

（企画課）

　蔚山広域市姉妹都市提携４０

　萩市合併特例基金造成事業

（企画課）

 新・重

　歴史的風致維持向上計画策定

 新　

　明治維新１４０年記念事業

 新

（企画課）

 新・重

　結婚相談所運営事業

 新

地域活力の維持・向上を図るため、結婚の意志を有する

両国間において初の姉妹都市提携を行い、両国の友好発

の歴史的な風情や情緒（歴史的風致）をいかし、次世代

へ継承するため、計画を策定し、本市のまちづくりの基

　積立上限額：約3,850,000千円

展に資する取り組みを重ねてきた。本年は提携４０年記

予 算 額 事 業 の 概 要

文化庁へ提出した提案書「萩」及び「九州・山口の近代

け、次代に継承することを目的に、シンポジウムなど様

 重

　定住促進対策事業 に対し、萩市の魅力を積極的にＰＲするとともに、「空

（企画課）

　平成２０年度合併特例債発行額：475,000千円

　※ 合併特例債元利償還金の70％が地方交付税措置

ふるさと萩を想う全国の方々から寄附を募り、その善意

の目標の一つである世界遺産登録を目指す。

き家情報バンク」など住まいを中心とした情報提供によ

り、萩市へのＵＪＩターンを支援、促進する。

る。

萩市と大韓民国蔚山広域市とは１９６８年１０月、日韓

軸である萩まちじゅう博物館を推進する。

合併の特例措置として地方債発行することができる合併

のたたずまいや町割りなどが今なお残っている。これら

晩婚化、少子化に歯止めをかけ、定住人口の増加により

念として、両市の連携をより深め、市民交流が一層盛ん

になるよう市民号の相互派遣などの交流事業を行う。

特例債を原資に基金の造成を行い、地域住民の連帯や振

興のために活用する。

　ふるさと寄附推進事業

市内には、武家屋敷や町家などの貴重な文化財や城下町

に応えるべく、基金を積み立て、「萩まちじゅう博物館

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 23 －



（単位：千円）

88,936コミュニティ推進事業

（市民活動推進課）

地域コミュニティ組織を核とした地域づくりを促進し、

ナーシップを築き、市民参画のまちづくりを推進する。

各種市民活動団体を支援することにより市民とのパート

コミュニティ活動交付金制度を引き続き実施し、新たな

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 24 －



◆　予算編成の考え方

進、文化・芸術等に触れる機会の充実などに努めてまいります。

境整備に努めます。

◆　重点項目

Ⅱ　文化・芸術活動の推進

Ⅲ　生涯スポーツ・レクリエーションの推進

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

文化・生涯学習
課 39.0 53.7

地域事務所 15.3

図書館 6.1 5.7

萩博物館 13.3 12.3

スポーツ振興課 22.7 19.8

図書館・児童館
建設準備室 3.6 6.1

286,385

45,052 43,082

111,872

142.3

皆 減

407,550

区 分
平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度 対前年度比

≪≪≪　文化・スポーツ振興部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

豊かな人づくりを目指し、世代に応じた生涯学習や生涯スポーツ・レクリエーションの推

　生活水準の向上や余暇時間の増大に伴い、人々の価値観はますます多様化しています。

(B)/(A)

　さらに、市民に親しまれ、交流の場として気軽に利用できる新図書館・児童館を目指し

当 初 予 算 額 (B)

す。また、民間団体との協働により、各種文化イベントを開催し、市民が文化に親しむ環

97,588 93,864 96.2

26,499 46,047

166,843 90.1

173.8

95.6

150,247

このような中、萩市では平成２０年度から一体的な組織運営を行うことにより、健康で心

　生涯学習の推進については、市民の学習ニーズを的確に把握し、魅力ある講座等を開催

するととともに、関係機関・団体との連携を強化し、生涯学習のまちづくりに取り組みま

　生涯スポーツ・レクリエーションの推進については、民間団体との協働により、各種イ

ベントの開催や団体等の活動を支援してまいります。また、平成２３年の山口国体に向け

て、萩市準備委員会を実行委員会に発展改組し、本格的な開催準備に着手します。

て、今年度よりその整備に着手します。

Ⅵ　山口国体準備

Ⅳ　図書館、博物館、公民館などの社会教育施設及び社会体育施設の充実

Ⅴ　新図書館、児童館の整備

Ⅰ　生涯学習・家庭教育・青少年健全育成の推進

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 25 －



【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

国体準備室 2.4

100.0 100.0

2.4 2.6

◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

15,365

16,836

1,175 各種文化イベントを支援し、市民の文化活動を推進する

とともに、市民が文化に親しむ環境を整備する。

　（萩市伝統芸能フェスティバル・萩市民音楽祭・長州

　とことん総踊りｉｎ萩）

6,106

10,022

36,025

　基本設計・実施設計業務

伴い建て替える新図書館の館長が昨年１１月、全国公募

で決定した。新図書館が市民に親しまれ、より気軽に利

新図書館整備事業

用でき、ひとづくり・まちづくりの源となるよう、その

　基本設計・実施設計業務

　整備期間　20～22年度  整備計画面積　約2,900㎡

18,491 皆 増

して、乳幼児から小中高生までを対象とした大型児童セ

りに応じた生涯学習メニューを提供する。（文化・生涯学習課）

文化活動支援事業

 新・重

　展覧会期　平成２０年９月１３日～１１月９日

児童館整備事業

り、安心して生み育てられる子育て環境づくりの拠点と

り明治維新胎動の地・萩を全国に発信する。

「いつでも、どこでも、だれでも、なんでも学べる」生

涯学習のまちとして、講演会等の開催、学習成果発表機

会の充実、学習情報の提供、生涯学習関係団体の育成、

家庭教育の充実、青少年の健全育成など、市民１人ひと

市 予 算 額

事 業 名

30,045,000

文化・スポーツ
振興部　　計あ 734,239

96.328,940,000

103.4759,281

事 業 の 概 要

　整備期間　20～22年度　整備計画面積　約800㎡

ンターの整備に着手する。

　明治維新１４０年記念特別展

予 算 額

生涯学習振興事業

（文化・生涯学習課）

子どもたちが地域の中で、心豊かで健やかに育まれる環

　開催事業

境づくりを推進するため、子どもたちの安心・安全な居

場所の「放課後子ども教室」を公民館、図書館、博物館

放課後子ども教室開催事業

（文化・生涯学習課） 等の社会教育施設と小学校を会場に開催する。

１００年を超える伝統を有する萩図書館。その老朽化に

（図書館・児童館建設準備室）

（萩博物館）

明治維新１４０年記念事業の一環として、特別展を開催

し、維新における萩の果たした役割を紹介することによ

次代を担う子どもたちが、夢や希望を持てる居場所づく

区 分
平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度 対前年度比

当 初 予 算 額 (A) 当 初 予 算 額 (B) (B)/(A)

整備に着手する。

（図書館・児童館建設準備室）

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 26 －



（単位：千円）

5,282

18,491

萩城下町マラソン大会

スポーツ大会等開催事業 むつみ縦走駅伝大会

萩市駅伝競走大会

（国体準備室）

２０１１山口国体準備事業 阿武川ダム下流で開催される国体カヌー競技特設コース

についての実施設計を行うなど開催準備を進める。

　整備期間　19年度～23年度

（スポーツ振興課）

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要
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◆　予算編成の考え方

との連携・協力により美しいまちづくりを進めます。

◆　重点項目

 　　 再生利用の推進

すが、本年度から新たに住民登録、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療、年金の各

業務についても実施します。

 　　 　 各種検診に対する助成制度の創設　

　　◇萩第二リサイクルセンターを活用した、ごみの分別徹底に係る普及啓発と

　市民の皆さんへの窓口サービスの向上を図るため、昨年度から本庁の市民課、税務課に

るとともに、インターネットによる公売を実施します。

　　◇後期高齢者医療制度の被保険者を対象とした、はり灸施術料金並びに人間ドック等の

Ⅳ　新清掃工場の建設調査、廃棄物処理施設の適正な運営管理の推進

≪≪≪　市民部予算の概要　≫≫≫

おいて、祝・祭日を除く毎週木曜日に午後７時まで各種証明書等の発行業務を行っていま

　また、厳しい財政状況のもと市税等の収納率の向上を図り、賦課徴収の公平化に努める

ことは大きな課題であります。このため、収納課では収納業務を平日午後７時まで延長す

統一に当たっては基金を活用し、被保険者の保険料負担の激変緩和を図ります。また、メ

　本年度から後期高齢者医療制度が開始されますが、制度の円滑な導入・運営に努めると

ともに、萩市独自の施策として、はり灸施術料金並びに人間ドック等の各種検診に対する

 　 ◇国民健康保険料率の統一

イクルセンターを始めとする廃棄物処理施設等の適正な管理運営に努めるとともに、市民

  　◇国民健康保険の被保険者を対象とした特定健康診査・特定保健指導の実施

快適な暮らしの確立に向け、新清掃工場の建設調査、本年度本格的に稼動する萩第二リサ

Ⅲ　３Ｒ（リデユース・リユース・リサイクル）の推進

　国民健康保険については、合併後の懸案事項となっていた保険料率の統一を行いますが、

タボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し、新たに、特定健康診査・特定保健

指導を実施するとともに、各種検診についても引き続き助成を行い、医療費の抑制に努め

Ⅱ　超高齢化社会を迎えさらなる社会保障の充実

ます。

助成制度を創設し、後期高齢者医療制度の被保険者の健康保持・増進に努めます。

Ⅰ　市税等の収入を確保するため収納体制を強化

 　 ◇差押え財産の処分にインターネット公売の充実

 　 ◇租税教育の推進など市民の納税意識の啓発　

　清潔で快適な生活環境は、健康的・文化的な生活を支える基礎となるものです。市民の

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 28 －



◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

税務課 9.3 10.2

収納課 0.7 2.5

市民課 45.8 53.3

環境衛生課 44.2 34.0

100.0 100.0

11.2 10.7

【特別会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

国民健康保険事
業（事業勘定） 47.3 81.7

後期高齢者医療
事業 9.3

老人保健事業 52.7 9.0

100.0 100.0

◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

17,336

インターネット公売等実施事業 450 市税等の滞納者から差し押さえた財産を、インターネッ

ト公売等により売却する。（平成１９年度から実施）

皆 増

市民部　計

101.8

325.0

107.6

870,000

対前年度比

定評価及び路線価の算出等を実施、併せて旧萩地域では

9,390,100

地価公示等に伴う平成２０年度土地評価時点修正を実施

（収納課）

する。

9.6

事 業 の 概 要

56.1

847,100

1,482,308 71.11,053,949

96.9

当 初 予 算 額 (B) (B)/(A)

96.3

7,916,000

平 成 １ ９ 年 度

3,351,664

316,512

1,534,282 1,650,809

24,173 78,569

3,099,839

310,901

(B)/(A)

平 成 ２ ０ 年 度

当 初 予 算 額 (B)

平 成 １ ９ 年 度

（税務課）

土地評価業務委託事業

当 初 予 算 額 (A)

92.5

市民部　計 16,732,800

8,816,800

事 業 名 予 算 額

区 分

市 予 算 額

区 分
対前年度比

平成21年度固定資産（土地）評価替に伴う標準宅地の鑑

平 成 ２ ０ 年 度

28,940,000

7,673,000

30,045,000

当 初 予 算 額 (A)

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 29 －



（単位：千円）

45,248

1,505,905

10,843 後期高齢者医療制度の被保険者を対象に萩市独自の施策

2,500

46,000

36,889

学習の推進や各種リサイクルの体験を通じて、ごみ分別

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し

対象に特定健康診査・特定保健指導を実施し、生活習慣

とする各種検診費用の助成を行い、健康保持・増進を図

て、４０歳から７５歳未満の国民健康保険の被保険者を

一般国道１９１号萩・三隅道路の新設に伴い墓地の移転

整備を行う。

病対策を推進する。

療養給付費の市負担分、後期高齢者医療保険料並びに保

険基盤安定負担金、広域連合の運営に係る共通経費の負

担を行う。

る。

　助成事業

（市民課）

　後期高齢者医療はり灸・検診

　負担金事業

（市民課）

事 業 名

（環境衛生課） 徹底に係る普及啓発とごみの再生利用を推進する。

萩第二リサイクリセンターの再生工房棟を活用し、環境

（環境衛生課）

萩清掃工場は、稼動後２０年目に入り、新施設建設につ

リサイクルセンター等管理運営

　三見中山墓地新設事業

　　　

　新清掃工場調査研究事業

　　　

（環境衛生課）

事業 ー及び萩第二リサイクルセンターの管理運営を行う。

いて検討を行う時期にきていることから、新清掃工場建

設について調査研究を行う。

資源のリサイクルを推進するため、萩リサイクルセンタ

山口県後期高齢者医療広域連合に対し、後期高齢者医療

予 算 額 事 業 の 概 要

として、はり灸施術料金の助成並びに人間ドックを始め

　後期高齢者医療療養給付費等

　　　

　特定健康診査等事業

（市民課）

新

新

新

新

新

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 30 －



◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

子育て支援課 31.1 32.7

福祉課 25.9 30.2

介護保険課 23.6 19.9

健康増進課 6.1 5.0

地域医療推進課 11.1 12.2

　　◇生活習慣を見直し、健康を創り出す一次予防の推進

原口団地内に完成した福祉複合施設「おとずれ」を拠点に、椿東地区における高齢者等の

在宅福祉サービスの充実を図ります。また、障害者が地域で自立した生活が送れるよう、　

　　　少子化対策の推進

Ⅲ　健康寿命の延伸

取巻く環境が大きく変化している中、保健福祉ニーズも年々多種多様化してきており、こ

うしたニーズに的確に応えていくことが住民福祉の向上につながります。特に、少子高齢

化対策は重要課題となっています。

　２０年度予算においては、少子高齢化対策として２４時間保育の実施や市営住宅無田ケ

2,325,390

77.7

2,345,544

457,220 355,190

2,141,8331,948,105

1,780,234 1,409,781

きとした生活が送れる「健康福祉のまちづくり」を推進します。

点を置いた健診等の保健事業や診療所設備の整備などを推進します。

　　◇介護予防から介護保険まで切れ目のないサービスの推進

79.2

　　◇サービス利用者の負担軽減とサービス事業者への支援

99.1

109.9

平 成 ２ ０ 年 度

Ⅴ　高齢者対策の総合的な推進　

≪≪≪　保健福祉部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

　少子高齢化の進行、家族形態の変化や地域の相互扶助機能の弱体化など、地域や家庭を

就労支援や地域生活支援事業などに取組みます。市民の健康づくりでは、生活習慣病に重

　このような事業の取組みを通じて、市民が住み慣れた地域で、健康で、安心していきい

Ⅰ　ともに支え合う地域社会づくりの推進

　　◇住民を主体とし、社会福祉関係団体や行政との協働による地域福祉の推進

Ⅳ　障害者が地域で安心して暮らせる社会づくりの推進　

区 分

　　◇２４時間保育の実施や保育所同時入所の第２子目以降の保育料無料化など子育て支援・

Ⅱ　子育て支援・少子化対策の推進

対前年度比

(B)/(A)

平 成 １ ９ 年 度

当 初 予 算 額 (B)

104.2833,572 868,328

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 31 －



【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

救護所 2.2

100.0 100.0

25.1 24.5

【特別会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

住宅新築資金等
貸付事業 0.1 0.1

国民健康保険事
業（直診勘定） 7.5 7.0

介護保険事業（保
険事業勘定）

90.4 90.9

介護保険事業（介
護サービス事業勘定）

2.0 2.0

福祉援護資金貸
付事業

100.0 100.0

◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

6,496 夜間勤務を伴う保護者の子育てと仕事の両立を支援する

ため、保育所において児童を預かり、24時間保育を実施

730

8,940

（子育て支援課）

96.3

平 成 ２ ０ 年 度

当 初 予 算 額 (B) (B)/(A)

者の利用促進と負担軽減を目的に事業者へ送迎にかかる

対前年度比

5,527,500

事 業 の 概 要

(事業者に対する激減緩和措置)

通所サービス利用促進事業

　健康福祉計画策定事業

市 予 算 額

2,800

区 分

5,443,800

30,045,000

平 成 １ ９ 年 度

当 初 予 算 額 (A)

5,600

167,456

7,100,5227,532,131

28,940,000

保健福祉部　計

する。

　　実施園　１園

平成17、18年度の２カ年で、保健福祉部内の６計画１構

94.3

（福祉課）

101.5

皆 減

101.0

皆 減

(B)/(A)

6,083,500

２４時間保育事業　

事 業 名 予 算 額

保健福祉部　計 6,024,900

経費を助成する。

　　実施事業所　４施設

5,600 100.0

449,200 424,700 94.5

 新

想を統合した合併後の新市の健康福祉計画を策定してい

て、通所事業所において送迎サービスを行う場合、障害

るが、状況点検、評価を行い、課題を抽出し、今後の実

障害者自立支援法の施行に伴う激減緩和措置の一環とし

効性のある施策を推進していくため、見直しを行う。

（子育て支援課）

125,700 101.8123,500

　

当 初 予 算 額 (B)
区 分

平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度 対前年度比

当 初 予 算 額 (A)

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 32 －



（単位：千円）

2,520

6,000

24,813

　とずれ運営事業

79,702

29,089

（地域医療推進課） 設計業務委託

 新・重

　見島診療所改築事業

 新

（福祉課）

　対策事業

 新

（健康増進課）

就労奨励サポート事業

　無田ヶ原口・福祉複合施設お

(利用者負担の更なる軽減)

事 業 名

　障害者自立支援円滑施行特別

見島診療所、見島歯科診療所の老朽化に伴う改築事業

（20年度～21年度）

用地購入、地質調査業務委託、構造計算業務委託、設備

①障害者の外出機会を保障するため、公共施設内にオス

　ザの予防接種を実施。

③障害児の保護者等の交流スペースを整備する事業所へ

補助する。

②情報のバリアフリー化を目的に、視覚障害者や聴覚障

害者の情報提供にかかる備品を整備する。

ジング生活援助員派遣事業を行う「無田ヶ原口・福祉複

合施設おとずれ」を新たに開設し、各種介護予防、生活

・65歳以上の高齢者に一部自己負担によりインフルエン

労意欲の促進を図るため、奨励金の支給を行った事業者

・感染の恐れがある疾病の発生及びまん延予防のため、

・国の麻しん排除計画に基づき20年度から５年間、麻し

平成20年度に、デイサービスセンター・在宅介護支援セ

　の年齢に実施。

　接種効果のある乳幼児期等に予防接種を実施。

　ん・風しんの予防接種を中学１年生と高校３年生相当

（介護保険課） 支援関係事業等の充実を図る。

予防接種事業 予防接種法に基づく市の自治事務として行う予防接種

トメイト対応のトイレを整備する。

　　実施事業所　４施設

へ助成する。

に比べ低い通所授産施設利用者について、負担軽減と就

ンター・高齢者生活支援ハウスの運営及びシルバーハウ

事 業 の 概 要

　（福祉課）

予 算 額

障害者自立支援法施行に伴い、授産工賃が利用者負担金

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 33 －



◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

農政課 53.0 48.7

林政課 16.2 17.4

平 成 ２ ０ 年 度

　農林水産業を取り巻く環境は、従事者の高齢化や担い手不足、農林水産物価格の低迷な

　　◇ケンサキイカ、マフグ等のブランド化の推進

対前年度比

(B)/(A)

　　◇農家民宿等開設事業の支援、農林水産物加工・直売所施設の整備

Ⅰ　農林水産業の担い手の確保・育成

・畜産産地の育成、地域資源を活用した新たな所得機会の確保、また、農道整備などの農

業生産基盤の整備を重点的に推進します。

当 初 予 算 額 (B)

1,223,911

≪≪≪　農林水産部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

ど厳しさを増しており、このような喫緊の諸課題に対応できる農林水産施策を推進します。

　農業は、農業従事者の後継者不足に対応するため、新規就農者の確保や担い手組織が営 

農の合理化を進めるための共同利用機械導入の支援、農業従事者の所得に反映できる園芸

進するとともに、燃油高騰関連事業への支援、漁村地域の持つ多面的機能の維持への取り

Ⅳ　農林水産業生産基盤の整備

　　◇農道、林道及び漁港などの整備

Ⅴ　農山漁村が有する多面的機能の持続的な発揮に向けた整備と保全の推進

区 分

Ⅲ　農山漁村の活性化

　　◇新規就業者研修の支援、集落営農組織の育成、林業事業体の育成、交流事業の支援

Ⅱ　地域資源を活用した新たな所得の確保・安定

平 成 １ ９ 年 度

　水産業は、魚価の向上対策として萩の魚のブランド化推進に取り組み、本市の安心・安

全な魚を全国に情報発信するとともに、魚の消費拡大に努めます。また、担い手の確保・

育成を図るため、新規就業者の定着支援を行うとともに、交流事業による花嫁対策や住宅

整備について積極的に取り組みます。さらに、漁港整備などの生産基盤整備を重点的に推

　林業は、森林の持っている多面的機能を持続的に発揮させる取組を重点的に講じます。

　このため、積極的な間伐の推進、伐期の長期化、複層林・針広混交林への誘導、森林病

害虫対策、環境に配慮した路網の整備などを講じるとともに、地域森林の特性に応じた総

合的な取り組みを展開し、健全で多様な森林づくりを推進します。

453,542 438,329 96.6

組みを推進します。

　このような取り組みを通して、農林漁家経営の安定、担い手対策を推進し、さらには農

山漁村の維持・発展に努めます。

　　◇中山間地域等直接支払事業、農地・水・環境保全向上対策事業、森林整備地域活動

　　　支援事業及び離島漁業再生支援事業への取り組み

82.41,485,201

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 34 －



【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

水産課 6.2 33.9

漁港漁村課 24.6

100.0 100.0

9.3 8.7

◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

7,440

33,241

15,456

1,000

5,600

63,099

2,804,053

事 業 の 概 要事 業 名

486.1

皆 減

市 予 算 額

851,962

30,045,000

農林水産部　計

690,049

予 算 額

 重

175,261

96.328,940,000

2,514,202 89.7

農業労働力の減少や高齢化が進み、後継者の確保が非常

　就農円滑化対策事業 に困難な状況にあり、農業経営の意欲と能力のある農業

後継者を確保する。

　 研修費助成　15万円／月（親と同居の場合10万円／

（農政課） 　 月）以内、指導農家支援　６万円／月

 重 循環型農業を基本とした産地づくりに取り組む担い手等

　水田農業構造改革推進事業 の生産条件整備（機械整備）に対し支援する。

　（機械名　無人ヘリコプター、コンバイン、運搬車、

　　田植機、堆肥散布機）

（農政課） 　事業主体：あぶらんど萩農業協同組合、営農集団等

やまぐちの多彩な園芸産地育成 競争力のある園芸産地・山口らしい特色ある産地を育成

事業 するため、高品質・低コスト化・産地拡大に向けた取組

みを支援し園芸作物の安定的な供給を図る。

（農政課） （むつみ地域　トマトハウス整備）

 新・重 都市住民と農家又は集落との交流を実施することによっ

　農家民宿等開設支援事業 て、都市住民の癒しと農村生活の理解を深め、農家所得

の向上を目指す。農家民宿開設の改修費の一部を助成す

る。

（農政課） 　総事業費　2,000千円の1/2(限度額）

 新・重 ㈱明石インター直売所が事業展開を計画している地域農

　農林水産物加工・直売施設整 林水産物加工・販売を支援するため、直売所仮設店舗を

　備事業 設置する。

（農政課） 　仮店舗面積　53㎡    

中山間地域総合整備事業 中山間地域の営農や生活を支援するため、条件不利な状

況を改善し、農業や生活の基盤を確立する。

　萩地域　三見河内地区ほ場整備・農道整備

　　　　　木間地区水路改修・農道整備

　むつみ地域　鳥獣防護柵設置

（農政課） 　福栄地域　農道整備

区 分
平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度 対前年度比

当 初 予 算 額 (A) 当 初 予 算 額 (B) (B)/(A)
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（単位：千円）

47,048

76,500

35,247

2,000

35,200

1,800

892

550,000

4,957

新規漁業就業者の経営の負担を軽減するため、漁協が実

　事業

（水産課）

　大島漁港緑地広場整備事業 営住宅建設用地を確保する。

（水産課）

　新規漁業就業者生産基盤整備

 新

　事業期間　平成18～20年度

（林政課）

 新・重 漁業後継者の住宅不足解消のため、漁港緑地広場内に市

　総事業費　2,680千円

大島漁港特定漁港漁場整備事業 港内静穏度の改善による漁業活動の安全確保や定期船乗

 重

地元産ケンサキイカのブランド化の取り組みを支援する

 新・重 漁業経営を新たに始めようとする研修受講者に対し、研

ケンサキイカブランド化推進事

　新規就業者定着支援事業 修期間中の支援費を支給する。

（水産課）

燃油補給施設を新設整備し、漁業者の経費節減と燃油の

　総事業費　4,000千円

施する漁船等のリース事業に対して補助を行う。

　事業主体　萩のけんさきいかブランド化推進協議会

　　　　　　須佐男命いかブランド化推進協議会

（水産課）

　事業主体　山口県漁業協同組合　はぎ統括支店

安定供給体制の確立に努める。

（水産課）

　150,000円×12月

業

　萩地域漁業経営構造改善事業

ことにより、地域内のケンサキイカの需要拡大を図ると

ともに認知度の向上に寄与する。

（水産課）

降時のバリアフリー化等安全性や利便性を図り、地域経

済の活性化を目指す。

　防波堤本体（ジャケット）製作

　事業主体　山口県漁業協同組合　はぎ統括支店

　総事業費　64,000千円

松くい虫防除事業及び保存樹 松林・松樹を保全するための業務を実施する。

木維持管理事業 　予防事業（地上散布・空中散布）338ha

　駆除事業（特別伐倒駆除・伐倒駆除）1,200 

（林政課） 　松林保全対策（樹幹注入）1,162本

　畦田・小原線　開設延長　250m

萩地域林道開設事業 林業振興はもとより、木間、小原地区の生活道としても

重要な役割をもつ林道の開設を実施する。

むつみ地域林道開設事業 吉部上地区の森林施業や林業振興に不可欠な路網の整備

を図るため林道の開設を実施する。

　尾札１号線　開設延長　350m

　三見・木間線

（林政課）

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 36 －



予算体系一覧表

就農円滑化対策事業
就農施設管理運営事業

農業関係資金利子補給事業

農作業受委託組織育成事業

農地流動化地域総合推進事業

柑きつ振興センター管理運営事業
農村婦人の家管理事業
農林漁業者等健康管理施設管理事業
農業振興施設維持管理事業
都市交流施設管理運営事業

やまぐちの多彩な園芸産地育成事業
農業振興負担金・補助金事業

特産奨励部会活動補助金事業
花き生産振興施設管理事業

数量円滑化推進事業
集荷円滑化加入促進事業

被害防止施設緊急整備事業
土づくり対策事業

農業用廃プラスチック適正化処理事業

資源循環型肉用牛経営育成事業
畜産総合振興事業

中山間地域総合整備事業
国営農地再編整備事業

田園自然環境保全整備事業
里地棚田保全整備事業
広域営農団地農道整備事業

土地改良施設維持管理適正化事業
単独市費土地改良事業
新農業水利システム保全対策事業
山の口ダム整備事業
農地・水・環境保全向上対策事業

土地改良区補助金事業

休耕田有効活用事業
農林業体験学習事業
農家民宿等開設支援事業

中山間地域等直接支払事業

がんこ村等管理運営事業
農産物加工販売所つつじ管理事業

地 域 情 報 化 に
向 け た 取 組 み

需

要

に

応

え

る

農

産

物

づ

く

り

の

推

進

水田農業構造改革推進事業

グリーンツーリズム
の 推 進

明石インター整備事業
農林産物加工施設管理事業

農村情報基盤整備事業

危険ため池の解消

多 様 な 所 得
機 会 の 確 保

野 菜 産 地 の 育 成

危険ため池等整備事業

魅

力

あ

る

農
村
づ
く
り
の
推
進

農道・集落道の整備

農業用水利の確保

土地改良区の自立

中山間地域の振興

農 政 課

環 境 負 荷 の 軽 減

畜 産 の 振 興

農業生産基盤の整備

特 産 の 振 興

米 の 需 給 調 整
と 産 地 形 成

生 産 の 安 定

担 い 手 の
農 作 業 合 理 化

魅

力

と

活

力

の

あ

る

産

業

の

ま

ち

づ

く

り

農

業

の

振

興

多
様
な
担
い
手
の
育
成

新規就農者の確保

経 営 の 安 定

農業労働力の補完

担い手の規模拡大

研 修 支 援

予　算　体　系 事　務　事　業
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予算体系一覧表

林業退職金共済事業補助金事業
林業振興会活動事業補助金事業

萩地域林道開設事業（三見木間線）
萩地域林道開設事業（畦田小原線）
田万川地域林道改良事業（真谷線）
むつみ地域林道開設事業（尾札１号線）

林道維持管理事業
林業施設災害復旧事業

有害鳥獣捕獲事業
野猿被害軽減対策事業

田床山ふれあい森林広場事業
長小野里山体験事業

松くい虫防除事業

田万川地域保存樹木維持管理事業

須佐地区小規模治山事業
むつみ地区小規模治山事業

森林公園等維持管理事業

萩地域保存樹木維持管理事業

林

　
　
　
業

　
　
　
の

　
　
　
振

　
　
　
興

魅

力

と

活

力

の

あ

る

産

業

の

ま

ち

づ

く

り

市有林野管理事業

林業機械施設維持管理事業

林

業

経

営

基

盤

の

確

立 林業負担金事業

民有林造林事業補助金事業

森

林

資

源

の

確

保

大規模林道開発関連事業

自
然
景
観
の
保
全

自

然

災

害

防
止
の
推
進

森

林

保

全

活

動

の

推

進

森林整備地域活動支援交付金

特用林産物生産奨励事業

市有林の適正な経営

森 林 整 備 の 促 進

林 業 振 興 と
後 継 者 育 成

林 道 の 整 備

路 網 基 盤 の 形 成

林 道 の 維 持 管 理

路 網 の 整 備 作業道開設・改良・維持管理事業

景 観 の 維 持

市 民 生 活 の 安 定

里 山 活 動 の 推 進

施 設 運 営 の 安 定

生 産 意 欲 の 向 上

林業振興の円滑化

農 林 産 物 の
生 産 の 安 定

公 園 施 設 の
整 備 と 延 命

松 林 の 保 全

林 政 課

あ
る
ま
ち
づ
く
り

機
能
的
で
安
ら
ぎ
の

次

代

へ

つ

な

ぐ

景
観
保
全
の
推
進

自

然

環

境

の

保

全

安

全

で

快

適

な

ま
ち
づ
く
り
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予算体系一覧表

萩地域漁港管理事業
田万川地域漁港管理事業
須佐地域漁港管理事業
大島漁港特定漁港漁場整備事業
大島漁港緑地広場整備事業
漁港・漁場整備関係負担金事業
水産振興県工事負担金事業
漁港建設県工事負担金事業

萩地域漁場調査事業
萩地域漁場環境保全総合美化推進事業
田万川地域漁場環境保全総合美化推進事業
須佐地域漁場環境保全総合美化推進事業

萩地域単独漁場改良造成等事業
（アワビ等放流事業）

萩地域単独漁場改良造成等事業
（阿武川河川放流事業）
（大井川河川放流事業）
田万川河川放流事業

ケンサキイカブランド化推進事業
水産物流通・加工促進事業
（萩の魚ブランド化・魚食普及負担金事業）

萩地域漁業経営構造改善事業
萩地域水産振興利子補給事業

萩地域水産業振興事務事業
萩クロマグロトーナメント事業
萩の和船大競漕事業
離島漁業再生支援交付金事業
田万川地域江崎漁業さかな祭事業

萩地域施設維持管理事業
須佐地域釣り桟橋管理委託事業
須佐地域郷土文化保存伝習施設管理事業

萩地域漁業後継者育成対策事業
萩地域新規漁業就業者生産基盤整備事業
須佐地域漁業後継者育成等対策事業
新規就業者定着支援事業

生

産

基

盤

の

整

備
漁 場 環 境 の 保 全

漁港・漁場の整備

水産振興負担金・補助金事業

須佐・イカ祭り事業

水産物流通・加工促進事業

栽 培 漁 業 の 推 進

内水面漁業の振興

資 源 管 理 型
漁 業 の 推 進

須佐地域稚貝放流事業

魅

力

と

活

力

の

あ

る

産

業

の

ま

ち

づ

く

り

田万川地域江崎海域放流事業

漁 業 就 業 者 対 策

自 ら に よ る
地 域 づ く り

経 営 管 理 の 強 化

ブランド化の推進

水

産

業

の

振

興

自

立

す

る

漁

村

・

漁

家

栽培漁業推進等負担金事業

須佐地域水産業振興事務事業

水 産 課

萩・魚まつり事業

合

理

的

な

流

通

・

加

工

流 通 ・ 加 工 対 策

育

て

管

理

す

る

漁

業

の

推

進
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

　　◇札場跡地を市民や観光客の憩える公園に整備して中心市街地での回遊性の向上を図り、

　　にぎわいを創出する。

　　◇長門峡駐車場及び休憩所の整備

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

商工課 72.1 73.0

観光課 27.9 27.0

100.0 100.0

3.4 3.9

　地域経済を取り巻く環境は、人口の減少と高齢化、原材料や原油価格等の高騰、大型店

Ⅵ　観光施設の整備等による観光資源の開発及び観光ルートの開発　

111.8

107.0

Ⅳ　市民一体となったおもてなしの推進

Ⅰ　札場跡整備による中心市街地活性化の推進

　　◇公開文化財の有料化

往時を偲ばせる景観が随所に残っているまちの自然や文化、温泉など多様な観光資源を活

用し、まちじゅう博物館構想の下、江戸時代の古地図がそのまま使えるまちとして、萩ブ

ランドを推進し、地場産業の推進を図ってまいります。

　また、萩を訪れた観光客が十分に満足し、再び訪れたくなるような観光地づくりに努め、

Ⅲ　中小企業の経営基盤の強化や競争力の向上支援

区 分

Ⅴ　観光情報の発信、観光誘客の強化

平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度

当 初 予 算 額 (B)

1,135,734商工観光部　計

741,638

286,801

1,028,439

28,940,000 96.3市 予 算 額 30,045,000

≪≪≪　商工観光部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (B)

110.4

との競合など全般的に厳しい状況にあります。

　このため、商工業の振興においては、中心市街地でのにぎわいの創出を図り、経営の健

全化、経営環境の改善のために、中小企業融資等の支援を積極的に実施してまいります。

対前年度比

ＮＰＯ萩観光ガイド協会や民間の方とともにおもてなしの推進を図り、ホスピタリティ溢

　観光客数は増加傾向にありますが、観光客のニーズはますます多様化し、地域間の競争

が激しくなっております。このような中、近代日本の礎を築いた維新のふるさとであり、

828,802

306,932

(B)/(A)

れる受入体制を整備することに努めます。

Ⅱ　地場産業の育成・強化及び販路拡大の促進

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 40 －



◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

4,921

98,144

35,493

2,000

5,955

54,747

11,819

外国客船の来萩を歓迎し、セレモニーを実施するなど、

リピーターが増える観光地づくりを行う。

して開催される「おいでませ山口デスティネーションキ

山口県において７月から９月にＪＲグループ６社と協働

萩測候所の跡地を取得し、菊ヶ浜駐車場として整備を行

文化財施設を有料化し、維新ゆかりの史跡・施設及び観

光施設等の老朽化・整備不足等を改善し、受入体制の強

まれる菊ヶ浜海水浴場の利便性を向上する。

（観光課）

い、快水浴場百選にも選定され、多くの海水浴客に親し

　土地取得、路盤工

堪能していただくために、駐車場を拡大整理し、駐車場

（観光課）

化を図る。また、観光ガイドの人材確保、育成等を目指

し、もてなしの観光都市「萩」をアピールする。

 新・重 山口県を代表する渓谷である長門峡を、より多くの方に

　駐車場舗装工事　681㎡　区画線設置

内に休憩所を設置する。

　土地購入　558㎡、休憩所設置　34.38㎡

（観光課）

（観光課）

　川上地域長門峡環境整備事業

観光施設運営事業

　萩測候所跡地整備事業

　観光客集客戦略事業

 新・重

 新

事 業 の 概 要事 業 名 予 算 額

　伝統的工芸品萩焼産業振興事業補助金

　土地取得面積　505㎡

札場跡隣接地の土地を取得し、札場跡の復元と市民及び

観光客が憩える場として小公園を整備する。

（商工課）

 新・重

　札場跡公園整備事業

支援する。

地場産業振興事業 萩焼・地酒・海産物等の地場産業振興に資するため、各

物産展に参加し宣伝、販売を行うとともに、関係団体を

　酒まつり・ふるさとまつり開催補助金

（観光課） 全国へ萩の魅力を発信する。

観光協会、おもてなし推進協議会と一体となって、観光

客へのおもてなしを推進し、受入体制を強化する。また

（商工課） 　札場跡試掘調査、札場復元、公園整備、建物補償等

おもてなし充実事業

ャンペーン」と連携し、観光客の一層の誘客を図るため
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

土木課 59.4 78.1

用地課 4.8 5.9

建築課 35.8 16.0

100.0 100.0

5.8 4.3

◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

106,000

960,873

(B)/(A)

土木建築部　計

72,737

623,423

1,230,8601,739,973

83,835

区 分
対前年度比

93.0

平 成 １ ９ 年 度

1,032,715

31.6

70.7

当 初 予 算 額 (B)

96.328,940,000

86.8

笹尾新茶屋線道路整備事業

予 算 額

30,045,000

事 業 の 概 要事 業 名

≪≪≪　土木建築部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

市 予 算 額

197,250

　①幹線道路や集落間との連絡、災害や事故・救急などの緊急時を考慮し、道路交通の利

となる国土調査(地籍調査)の推進、公営住宅においては、適正な維持管理・整備に努め、

住みやすさが感じられるまちづくりを推進します。

　このため、下記の項目をはじめとする各種事業を展開していきます。

　市民生活の基盤を支える生活道路及び各地域を繋ぐ幹線道路網の整備、土地行政の根幹

Ⅰ　道路網の整備と安全かつ円滑な道路交通の確保

Ⅲ　地域の特性に応じた住宅の供給と住環境の形成

平 成 ２ ０ 年 度

　便性、安全性を確保した生活道路の維持補修、改善に努めます。

Ⅱ　土地行政の適正な管理を行うための、計画的な地籍調査の推進

　②適正な土地情報管理を行い、計画的な地籍調査に努めます。

　③公営住宅については、離島における住宅不足を解消し、若者が安心して暮らせる居住

　空間の整備のため大島第３団地整備を行います。また、民間住宅の耐震診断・改修を促

　進するため、補助金を交付し、住宅の安全性の向上に努めます。

（土木課） 　　立木補償

川上地域

　事業期間　平成19～22年度　総事業費　600,000千円

　　Ｌ＝2,300ｍ、道路改良工事Ｌ＝400ｍ、用地購入、
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（単位：千円）

40,000

22,391

10,950

36,541

1,665

3,800

生野高坂線道路整備事業 福栄地域

事 業 の 概 要

　事業期間　平成15～22年度　総事業費　890,000千円

 新・重 離島における住宅不足を解消し、若者が安心して暮らせ

　事業期間　平成17～24年度　総事業費　400,000千円

事 業 名 予 算 額

（建築課） 　事業計画　２棟８戸

　大島第３団地整備事業 る居住空間を整備する。

　事業期間　平成20～21年度　総事業費　130,071千円

民間木造住宅耐震診断・耐震 民間木造住宅で行う耐震診断及び耐震改修を促進するた

改修促進事業 めに国・県・市が補助を行う。

　耐震診断補助金　 40千円　50件

（建築課） 　耐震改修補助金　600千円　３件

羽賀線道路整備事業 萩地域

　　道路改良工事　Ｌ＝195ｍ、用地購入、電柱移転補

　　Ｌ＝1,600ｍ、用地購入、物件移転補償

　　償（土木課）

（土木課）

神畑線道路整備事業 萩地域

　事業期間　平成18～23年度　総事業費　60,000千円

　　Ｌ＝1,200ｍ、拡幅改良Ｌ＝160ｍ

（土木課）

萩地域地籍調査事業 第５次１０ヵ年計画（平成１２年～２１年度）に基づき

（用地課）

椿東地区の地籍調査を実施する。

　　椿東地区1.84Ｋ㎡、1,699筆
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

都市計画課 64.1 52.3

まちなみ対策課 13.5 14.1

文化財保護課 22.4 33.6

100.0 100.0

2.5 2.3

ます。

133.4

歴史まちづくり部
計 674,469759,659

区 分
対前年度比

102,380

平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度

(B)/(A)

352,969

94,752

当 初 予 算 額 (B)

≪≪≪　歴史まちづくり部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

良好な景観形成に努め、都市機能の増進を図るべく整備を推進します。

Ⅱ　浜崎地区の街なみ環境整備推進及び伝統的建造物の修理修景と保存活用による歴史的まち

Ⅰ　「萩まちじゅう博物館構想」の実現に向けたまちづくりの推進と都市公園の整備

　　なみ保存

　市街地の整備については、良好な都市環境に資する都市公園を整備するとともに、萩ま

Ⅲ　文化財の保存及び活用

ちじゅう博物館構想の実現に向け、観光資源を活用した魅力あるまちづくりの推進とまち

市 予 算 額

226,748

487,350

88.8

169,929

72.4

92.5

　本市の歴史的都市遺産や文化遺産を保全し活用するとともに、歴史的な遺産と調和した

財思想の普及・啓発に努めます。

　景観については、萩市景観計画及び萩市屋外広告物等に関する条例に基づき、萩市特有

の豊かな歴史・自然景観の保全に努め、地区住民と一体となった良好な景観形成を推進し

　文化財の保護については、文化財の保存修理、史跡の公有化を進めるとともに、周辺環

また、文化財施設の適切な維持管理を行うとともに、積極的な公開と活用を推進し、文化

　また、国道・県道の整備などによる土地利用の変化に伴い、住居系、商業系及び工業系

用途の土地利用実態等解析によりそれぞれの役割に応じた土地利用を図ります。

境の向上、良好な景観の保存・形成に努めるほか、地域の文化財の維持補修を行います。

なみの緑化を推進します。

96.328,940,00030,045,000
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◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

35,000

96,606

30,753

7,178

85,785

143

56,302

68,117

（まちなみ対策課）

　事業期間　平成10～20年度　総事業費　650,000千円

　　側溝整備工事、建物修景費等補助、道路美装化工事

　　案内板設置工事

 重 浜崎地区のゆとりと潤いのある住環境の整備を進める。

  浜崎地区街なみ環境整備事業

陶芸の村公園整備を行う。

した魅力あるまちづくりを推進する。

予 算 額 事 業 の 概 要事 業 名

　北側Ａ＝1.6haの交流広場整備　調整池１基（北側）

陶芸の村公園整備事業

　　電気工(公園灯30基）、植栽工、施設工（管理棟１

（文化財保護課）

 重 国指定史跡萩城跡（外堀）の保存整備を進める。

  史跡萩城跡保存修理事業 　事業期間　平成８～22年度　総事業費　537,591千円

　　発掘調査、外堀整備工事、外堀水質浄化

　　生垣、コンクリートブロック等の被覆修景、緑地空

　公園整備工事

　　設置工事、今魚店金谷線緑地整備工事

　　間形成補助等

 重

(都市計画課）

中央公園整備事業 中央公園の整備を行う。

　　棟)、舗装工及び付帯工、用地購入

（都市計画課）

花と緑のまちづくりを進めるため、街なみの緑花等事業花と緑のまちづくり推進事業

　事業期間　平成17～21年度　総事業費　640,000千円

 重

　存修理事業

崩壊した時打矢倉跡の石垣保存修理、発掘調査、実施設

　史跡萩城跡時打矢倉跡石垣保 計、石垣解体工事を行う。

（文化財保護課）

  測量設計業務委託

（都市計画課）

萩まちじゅう博物館構想の実現に向け、観光資源を活用

  まちづくり交付金事業

（都市計画課）

 新・重 萩市全域において違反して設置されている屋外広告物に

　　旧山村船具店保存修理工事、監理業務委託、情報板

を推進する。

（まちなみ対策課）

　歴史的景観保存事業 対し、行政代執行により撤去等を行い景観を維持する。

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 45 －



◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

Ⅳ　経営の健全化

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

水道管理課 15.9 21.2

下水道建設課 84.1 78.8

100.0 100.0

6.3 6.0

　健康で快適な生活環境の確保や安全でおいしい水が求められている今日、水道の普及率

ともに、効率的な施設維持管理と公営企業の経営健全化を目指します。

122.9

86.6

1,735,813

区 分

　　◇快適で、衛生的な生活環境を確保するための生活排水処理施設の整備

Ⅱ　生活基盤の整備

対前年度比

(B)/(A)

平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度

　　◇水道原水及び生活排水による公共用水域の水質監視の充実

当 初 予 算 額 (B)

96.328,940,000市 予 算 額

1,579,358

いても、コスト削減工法等により経費縮減に努め、事業の拡大を図っていますが、施設維

　このような現状に対応するため、水道事業において、未普及地域解消対策・老朽施設更

持管理に多額の経費を要し厳しい経営状況が続いています。

上下水道部　計

367,911

1,367,902

1,878,836

299,478

30,045,000

≪≪≪　上下水道部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

92.4

は91.85％、下水道（広義）の普及率は67.34％となっており、早期の普及促進が課題とな

っています。

　さらに、水道事業においては、給水人口の減少等による収益の減少傾向や施設の老朽化

による施設維持管理に多額の経費を要し厳しい経営状況が続いています。下水道事業にお

統合に取組みます。

　このような取組みを通じて、使用者及び地域の住環境の整備と生活衛生の充実を図ると

　　◇普及・水洗化の促進、効率的な施設維持管理への取り組み

Ⅰ　給水体制の拡充

　　◇生活用水の安心・安全で安定的な供給体制の維持・拡充

Ⅲ　水質の保全

新対策・平準化した施設維持管理体制の確立・水質検査による原水管理に取組み、下水道

事業においては、投資効果の高い地域の面整備を行い、効率的な拡大を図るとともに、水

洗化の促進と効率的な施設維持管理に取組みます。

　また、経営の健全化を図るため、普及・水洗化の促進を行い、水道事業については経営
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【特別会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

簡易水道事業 9.2 12.5

公共下水道事業 50.6 43.5

特定環境保全公
共下水道事業 2.1 2.6

農業集落排水事
業 20.3 20.8

漁業集落排水事
業 15.9 19.0

林業集落排水事
業 0.1 0.1

特定地域生活排
水事業 1.5 1.2

個別排水事業 0.3 0.3

100.0 100.0

【企業会計】 （単位：千円、％）

　収益的支出

　資本的支出

◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

3,100

124,750

59,800

区 分
平 成 １ ９ 年 度

306,981 48.1

42,700 71.4

平 成 ２ ０ 年 度 対前年度比

12,200 111.9

3,703,500

826,900 770,400 93.2

（下水道建設課）

76.41,372,398 1,048,027

当初予算額(B) (B)/(A)

734,436 741,046 100.9

637,962

当初予算額(B)

647,000

　萩市の水道給水区域外の地域

　　　　　　　集落道用地購入に伴う物件移転補償

91.0

1,609,800 78.1

三見地区　　　１号集落道整備工事　

　　　　　　　緑地広場等測量業務委託

大井浦地区　　３号集落道整備工事、用地購入

漁業集落環境整備事業

事 業 名

水道未普及地域解消事業

予 算 額

保健衛生の向上を図るため、市民が行う飲用水の確保事

109.0

3,100 3,100 100.0

95,500 109.5

464,500 123.9

当 初 予 算 額 (B) (B)/(A)

対前年度比平 成 ２ ０ 年 度

4,070,600

705,300

業に要する経費の一部を補助する。

10,900

事 業 の 概 要

374,800

当 初 予 算 額 (B)

水道企業会計　計

上下水道部　計

87,200

2,060,900

区 分
平 成 １ ９ 年 度

（水道管理課）
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（単位：千円）

77,956

428,781

230,986

454,495

萩地域

　越ヶ浜、大島及び大井湊地区　公共汚水マス設置工事

　　　　　　処理場建設（土木・建築）工事

4,113

53,530

　萩浄化センター改築工事

（下水道建設課） 　　沈砂池設備・汚泥処理設備・電気設備工事

（特別会計） 　管きょ（汚水・雨水）・流入管布設工事

　公共汚水マス設置工事

　　配水管布設替工事

公共下水道事業 萩地域

  千石台地区営農飲雑用水施設改良事業

（水道管理課）

  むつみ簡易水道（吉部地区）生活基盤近代化事業

　　取水・送水ポンプ改良工事

　  事業期間　平成16～20年度　総事業費 348,949千円

      配水管布設替工事

る。

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

（水道管理課）

　　 水道施設の整備を行うことにより、安全で安定した飲料

　木間地区営農飲雑用水整備事 水を供給し、生活環境の向上を図る。

　事業期間　平成20～23年度　総事業費　818,000千円  業

（企業会計） 　　用地購入、配水管工事、設計業務委託、用地測量

（水道管理課） 　　配水池用地測量、概略設計業務委託

　　

上及び水圧不足の解消を図る。

　事業期間　平成20～23年度　総事業費　204,113千円

　相島簡易水道施設整備事業

農業集落排水事業 椿南地区の一部において、生活排水処理施設の整備を行

  江崎簡易水道配水管布設替事業

を確保することにより、有収率の向上及び安定給水を図

簡易水道施設建設事業 老朽施設の整備改良を行い、漏水事故の防止や使用水量

（特別会計）

　三見地区　排水管路布設工事、水道管移設

漁業集落排水事業

（企業会計）

（特別会計）

（下水道建設課） 　　　　　　　排水管路布設工事

ろ過施設の更新及び配水池の移設を行い、浄水能力の向

（特別会計）

（下水道建設課）

　大井浦地区　排水施設詳細設計業務委託

漁業集落において、生活排水処理施設の整備を行い、快

適で衛生的な生活環境の確保を図る。

萩地域（椿南１期地区）

　測量設計等業務委託、排水管路布設工事、水道管移設

い、快適で衛生的な生活環境の確保を図る。

新

新
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

総務課 76.0 76.1

学校教育課 24.0 23.9

100.0 100.0

4.0 4.1 96.328,940,000

　我が国は今、高度情報化、国際化、少子高齢化が著しく、さまざまな社会環境の中で、

小中学校の改築を進めるとともに、各小中学校施設の改修を重点的に実施します。また、

いじめ解消に向けての意識を高めるなど、いじめや不登校等の問題に対応するために心の

教育の充実を図ります。特別支援教育についても、早期教育相談を充実させきめ細かな支

援を継続します。さらに外国語指導助手により国際的視野とコミュニケーション能力を養

援します。また、昨年度から始めた「いじめ撲滅宣言」「なかよし宣言」の唱和を継続し、

292,085

899,285

教育委員会　計 97.11,180,9781,216,501

97.3

96.4281,693

施設の耐震化についても推進してまいります。 

い、学校図書館では図書の充実を図り読書活動を推進します。教育施設については、大島

924,416

当 初 予 算 額 (B)

Ⅰ　特色ある学校・開かれた学校づくりの推進

(B)/(A)

Ⅱ　生徒指導・教育相談の充実

Ⅲ　特別支援教育推進体制の整備

30,045,000

≪≪≪　教育委員会予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

これらに対応できる教育の推進が強く求められています。そこで萩市では、ふるさと萩を

誇りとし、夢や目標を抱きながら、豊かな心とたくましく生きる力をもった次代の萩を担

う人材の育成を推進してまいります。

  学校教育の充実では、地域の環境や特色を生かし、活力と創意に満ちた学校づくりを支

市 予 算 額

対前年度比

Ⅳ　外国語指導の充実

Ⅴ　学校教育施設の整備及び教育環境の充実　　　　

区 分
平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度
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◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

48,019

26,681

12,107

5,011

7,638

8,300

（学校教育課）

楽しい学び舎づくり事業

小学校施設改修事業

予 算 額

児童生徒支援事業

（総務課）

（学校教育課）

事 業 名 事 業 の 概 要

地域防災の拠点（避難場所）を確保する。

学校施設の耐震化により、生徒の安全性を確保し、また

 萩東中学校屋内運動場耐震補強設計業務委託料

化や各小学校の保健室に空調設備を設置するなど20件の

工事を実施する。

指導に係る諸問題に対応する体制を充実させるため、萩

より、特別な配慮を要する児童への対応に留意しながら

きめ細かな指導体制を充実し学級運営の安定化を図る。

現在の社会問題にもなっているいじめ、不登校等、生徒

とする児童が在籍する学級に補助教員を配置することに

輝きスクールに教育相談員を配置し、支援が必要な学校

１～４年生の２１人以上３５人以下で特別な配慮を必要

教育環境の改善を図るため、見島小学校教員住宅の水洗

 新

（総務課）

中学校施設改修事業

　大島小中学校改築事業

（総務課）

中合築により校舎を改築するため、本年度に実施設計業

務を行う。

工事を実施する。

大島小学校校舎及び大島中学校校舎の老朽化に伴い、小

（総務課）

教育環境の改善を図るため、見島中学校教員住宅の水洗

に、教育相談員を派遣する。

中学校施設耐震化事業

化や各中学校の保健室に空調設備を設置するなど７件の
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◆　予算編成の考え方

◆　重点項目

◆　各課別予算の状況
【一般会計】 （単位：千円、％）

構成比 構成比

消防本部 100.0 100.0

100.0 100.0

2.9 3.0

　このため、２０年度予算においては、火災予防対策等の積極的な推進、常備消防力が及

必要があります。

ともに、併せて活力のある地域社会実現を目指します。

を図ります。

　この様な施策により、市民の皆様が今以上に安心・安全に暮らせる街づくりを目指すと

　　◇住宅用火災警報器の設置の推進

Ⅱ　島しょ部における消防力の充実強化

区 分

　　◇備品の修理、交換、団員確保の推進

平 成 １ ９ 年 度 平 成 ２ ０ 年 度

　　◇見島の車両・防火水槽の整備

消防本部　計 875,822

30,045,000市 予 算 額

≪≪≪　消防本部予算の概要　≫≫≫

当 初 予 算 額 (A)

　また、消防本部や消防団の資機材等の充実強化も行ない地域と連携した消防体制の確立

860,319875,822

Ⅲ　 消防団の充実

98.2

ばない島しょ部の消防力充実強化、救急業務高度化等の対応を重点的に推進いたします。

　　◇特定防火対象物（小規模福祉施設）の防火安全対策の徹底

Ⅳ　救急業務高度化の推進

Ⅰ　火災予防対策等の積極的推進

対前年度比

(B)/(A)当 初 予 算 額 (B)

　　◇救急救命士養成、再教育

　　◇装備の充実

96.328,940,000

している中で、市民の安心・安全の確保は当市においても基本的な責務であるとともに、

地域社会活性化への基盤でもあります。このような観点から、引き続き、あらゆる災害、

大事故及びテロ等にも揺るがない社会を構築し、市民の安心安全を維持・向上させていく

　多様化・大規模化する災害、少子高齢化等、消防防災行政を取り巻く環境が大きく変化

860,319 98.2

平成２０年度 萩市当初予算の概要－ 51 －



◆　主要事業の概要
　　 新 ・・・新規事業  重 ・・・重点的に投資すべき事業 （単位：千円）

12,503

2,766

事 業 の 概 要

　消防用ホース外購入（各方面団）

 重 消防団車輛を更新し、消防力の充実を図る。

　軽積載車（Ｂ－３級）購入（見島分団）

防火水槽を整備し、火災の延焼防止を図る。

　見島地区防火水槽設置事業

消防装備品を整備し、消防力の充実を図る。

（消防本部総務課）

　非常備消防施設維持事業

事 業 名 予 算 額

　気管挿管病院実習１名受講

救急業務高度化推進事業 新規救急救命士の養成及び現任救急救命士の再教育を行

うことにより、救急業務高度化の推進を図る。

　救急救命士養成研修所１名入所

　薬剤投与研修１名入所

（消防本部総務課）
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